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自動車部品業界向け
Dynamics 365 Finance and Supply Chain Management
導入コンサルティング
～自動車部品・電子部品等～

国内外のサプライヤー向け導入実績より、要求機能をコンポーネント化
富士フイルムグループ/自社での豊富な経営変革ノウハウ
業務改善からデータドリブン経営実践までの真のDX化を支援

様々な業務で利用されるMicrosoftプラットフォームを相互に接続
Fit to Standard で業務全領域を変革

自社導入で培った
高い技術力と変革ノウハウ

各種サプライヤーに対応する
業務知識と業務ソリューション

Fit to Standardを
ベースとしており

導入効果を強力に推進

標準機能の理解と
業界特化した開発ライブラリを

包括的に活用

富士フイルムグループ及び
自社の導入PJから得た

ユーザー目線での導入ノウハウ

自動車部品・電子部品等の
製造業向けERP導入実績
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Microsoft プラットフォーム
（Microsoft Azure / Microsoft 365 / Copilot）

Dynamics 
365

モジュール群 会計販売

在庫生産

原価

プロジェクト CRM

国別機能

サプライヤー対応コンポーネント カスタムアプリケーション

・内示対応
・原価配賦

・複数計上基準

・支払分割 等

・EDI連携

・QRコード

・製造日報

・ワークフロー 等

ローコード開発基盤
（Power Platform）複数社・グローバル対応基盤

業界向け機能
により個別開発

を抑制

多様な業務を
標準化する

グローバル対応
ERP

アップデート
し続ける

業務・開発基盤

ソリューションの提供価値

サプライヤーにおける共通・個別要件を柔軟にカバー
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サプライヤー特有の要件に対応

富士フイルムグループが提唱するDXコンセプト - Fit to Standard
Fit to Standard 型のシステム刷新を通じて、クラウドアプリケーションの特⾧を引き出し、
TCO最適化・柔軟性/拡張性・最新技術/法規制への追従が可能なERP環境の実現をご提案します。

取引先から頻繁に発注調整が発生し、
基幹システムでの管理が困難

原価計算処理に時間がかかっており
早急に月次損益を確定させたい

製造原価
集計・配賦

EDIからの内示・確定受注登録を
自動的に行い、入力作業を低減

D365標準機能である標準原価管
理に加え、各費用の配賦機能を実
装し、原価の予実管理を実現

内示・確定受注

課題例 コンポーネント・ノウハウ例

Power BIAzure Database

会計領域
データベース

ダッシュボード

BI

AI活用

ERP

ETL

CRM

ERPデータベース

会計顧客 SCM

データドリブン経営を支援するMicrosoft プラットフォーム

連携
シス
テム

EDI・個別システム等

Dynamics 365の特徴であるCopilot（AIエンジン）・CRMモジュール・Azure DataLake等の拡張により
お客様のデータドリブン経営を強力にご支援します。

取引先や金額により売上基準が複数
存在するが、システム対応できない為
個別で管理している

複数売上基準
支払分割対応

取引や契約に応じたマスタ設定に
より、管理業務の削減と実態に即
した収益管理が可能

 業務見直し・標準準拠によりカスタマイズ
アドオンを排除

 個別対応の範囲は、貴社競争力の源泉となる
プロセス・データに限定

ERPパッケージの
標準活用

データの一元化と
徹底的な可視化

業種・業務特化
SaaSの活用

柔軟性・拡張性
業務ニーズへの対応

Fit to Standard型
システム刷新

 TCO最適化（導入&維持コスト）
 経営・事業課題解決に資する

柔軟性と拡張性
 最新技術/法規制アップデートの

継続的な追従が可能

 自社セルフでの拡張開発による「使い勝手」の向上
 利用者主導による業務デジタル化と生産性向上の促進

 特化型業務ソリューション（SaaS）の積極的活用・連携
（例：経費精算、各種ワークフロー、帳票基盤など）

 鮮度の高い業績データ活用・可視化
による経営判断のスピードアップ

 生成AIを活用した新たなユーザー体験の創出
 段階的にデータの対象範囲を拡張

（SCM：PSI、環境：CO2など）

データ可視化/分析
Power BI

生成AIの活用

作業自動化
Power Automate

簡易アプリ作成
Power Apps

Copilot

Microsoft
Dynamics 365

現状分析と
あるべき姿の検討

構想策定サービス

 全社・事業観点からの
ビジネス課題整理

 業務・データフローの
整流化支援

Microsoft
Dynamics 365

BI
データベース

ダッシュボード
データベース

Microsoft プラットフォーム

展開


